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問 題 用 紙 

〔 小 論 文 〕 

受験 

番号 
ＮＮＳ 

 

０８ＮＮＳ―小―1 

１ 別紙の文章を読み、以下の問１・問２に答えなさい。解答は解答用紙に書きなさい。 

 

問１ 「おぼえる」ことと「わかる」ことについて、筆者はどのように論じているか、要約して

200 字以内で答えなさい。 
 
 
問２ あなたのこれまでの「おぼえる」と「わかる」経験をそれぞれ１つずつ取り上げ、別紙の内

容を参考に、新しいことを学習することについて、あなたの考えを 600 字以内で述べなさ

い。 
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０８ＮＮＳ―小―2 

別紙 第２章「おぼえる」ことと「わかる」こと 一、「おぼえた」ことは「わすれる」 
 
 われわれは何か新しいことを学ぼうとしたとき、ずいぶんいろいろなことを「おぼえ」なければ

ならない。英語を学ぶには、まず単語をおぼえなければならない。文法もおぼえなければならない。

その使い方や基本文型もおぼえなければならない。そんなふうに考えてみると、ずいぶんたくさん

のことをおぼえなければならないので、想像しただけでその「労働」のつらさ、しんどさ、に気が

重くなり、はじめから放棄してしまう。 
 ところで一方、「わかる」ということばがある。これは「おぼえる」に似ているが、何かしらちが

ったニュアンスをもったことばである。さきの英語を学ぶ例でいうと、まず単語の意味がわかる。

英語の文法の構造がわかる。その使い方や基本文型がわかる……。このような表現をしてみると、

世の中が急に明るくなってきて、さきほどの重くるしい、しんどい気持がどこかへ消え去り、「そ

んなにいろいろなことがわかるなんて、何て楽しいことだろう」という気になって、大いに「やる

気」をおこすかもしれない。 
 では一体、「おぼえる」ことと「わかる」ことは一体どこがどうちがうのだろうか。 
 まずある過去の時点でわれわれは「知らない」状態にあるとしよう。そこでは何か新しいことが

らを「おぼえる」ことにし、何度も自分にくりかえして言いきかせたり、他人に注意されたりして、

ついに「おぼえた」状態になる。ところがそのままほっておくと、自然に「わすれる」もので、つ

いには完全に「わすれた」状態になり、そこでははじめの「知らない」状態と本質的には変わらな

い。 
 一方、「わかる」ということばの場合には、「おぼえた」ことを「忘れる」場合のようにもとの状

態になることができない。（少なくとも、「もとの状態にもどる」ことに対応することばがない。）す

なわち、一度わかったことは、あとでさらに新しいことがわかったことによりわからなくなる
、、、、、、、

こと

はあり、それが「もとの問題に逆もどりする」ということはおこりうるが、そのことは、いわゆる

「知らない」状態になったことではなく、「わからなくなった」という事実をふまえた上でのこと

であろう。 
 たとえば、「地球はまるい」ことが一たびわかって

、、、、
しまうと、もはやそのことを「知らなかった」

状態にもどることはできない。それをあたかも「知らなかった」ことにする、というわけにはいか

ない。 
つまり、「おぼえる」ということばはいわば「可逆的」（もとにもどる）ことばであるのに対し、

「わかる」ということばはいわば「非可逆的」（もとにもどらない）ことばである。 
 
出典：佐伯胖著『「学び」の構造』35 版 第 2 章 「おぼえる」ことと「わかる」こと  一、「おぼ

えた」ことは「わすれる」より抜粋, p.37~39, 東洋館出版社, 2023. 
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